
【報告】

レセプト情報等の第三者提供に
関連する平成26年度予算について

資料８



平成26年度 予算案の主要事項 （抜粋 ＮＤＢ関連）

第３ 安心で質の高い医療・介護サービスの提供

３ 予防・健康管理の推進等

（２）健康・疾病データベース等の研究・分析基盤の確立等
①医療情報の電子化・利活用の促進

ア NDB データの活用の促進等【新規】 ３６百万円
医療の質の向上や研究基盤の強化を進めるため、研究者向けにNDB データ（※）
の分析施設の整備を行うことなどにより、NDB データの活用を促進する。

※ NDB データ：国が保有するレセプト情報、特定健診情報及び特定保健指導
情報のデータ

イ DPC データの活用の促進等【新規】 ５０百万円
第三者に対するDPC データ（※）の活用を促進するため、DPC データの一元管理及
びDPC データの利活用（公開）に向けたデータベースを構築するための調査（データ
を移行するための移行データ調査等）を行う。

※DPC データ：急性期入院医療を担う医療機関より提出され、診療報酬改定に
活用される臨床情報と診療行為のデータ
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国が保有するレセプト等データ（ＮＤＢ）の利用促進

厚生労働省
保険局

サーバー区画サーバー区画

データセンター

依頼に応じ、データセンターのス
タッフがデータを抽出し、媒体に
複写する。

複写された媒体を、厚生労働省
に送付する。

データセンター自体は厳重なセ
キュリティが施されている。

研究機関

実地監査を行うものの、利用者におけ
る実際の日々の利用状況を全て把握
するのは困難。

研究機関そのものの構造により、セ
キュリティに限界がある場合がある

データ輸送時の紛失、漏洩といったリ
スクも存在する。

移
動
す
る
の
は

デ
ー
タ

研究区画

• 普 段 の 外 部 と の 接 続 状 況 は ？
• 他 デ ー タ 混 入 の 可 能 性 は ？
等 々

データセンター

移
動
す
る
の
は

利
用
者

研究機関

利用者が申出を行い、厚生労働省が承諾すれば、利用者が直接オンサ
イトセンターに行き、データの集計を行う。
研究機関にデータが渡ることはない。

厚生労働省は
利用者からの申出の
承諾／不承諾を
決定するのみ

データセンターのスタッフは、オン
サイトセンターで利用できるデータ
セットを作成するなど、利用環境の
整備を中心に行う。

利用者がオンサイトセンターに直接出向き、必要な集計
情報を得る。

分析過程はすべてログ記録を残し、最終的に紙媒体で
出力したものを、審査のうえ利用者に渡す。
窓口の人間が利用者の集計作業をサポートする。

データセンター近隣や研究機関などに、十分にセキュリ
ティを確保した施設として整備する。

オンサイトセンター（関東・関西各１カ所）
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回線
接続

事業内容
高いセキュ リテ ィ レベルの確保されたオンサイ トセン ター設置 （関東 ・関西各 １ ヶ所 ） し 、研究者等に供するこ
とによ り Ｎ Ｄ Ｂデータ利活用の円滑化を図る 。 （ ３ ６百万円 ）

現 在 の 第 三 者 提 供 オンサイトセンターでの利用


